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東
西
公
民
館
寿
学
級
公
開
講

座
。
幕
末
の
激
動
の
時
代
に
生
き
、

短
い
生
涯
を
自
ら
激
し
く
燃
や
し
、

明
治
維
新
の
中
心
と
な
っ
て
活
躍

す
る
人
物
を
多
く
育
て
た
吉
田
松

陰
。〝
人
と
な
り
を
よ
み
が
え
ら
せ

る
名
人
〟
が
明
治
維
新
の
実
践
的

指
導
者
吉
田
松
陰
を
語
り
ま
す
。

一
般
募
集
１
０
０
人
、
受
講
料
無
料

⃝
日
時
＝
７
月
27
日
㈬
10
時
～
12
時

⃝
場
所
＝
「
お
り
な
す
八
女
」
は
ち

ひ
め
ホ
ー
ル

⃝
語
り
手
＝
今
長
谷
照
子
さ
ん（
元

篠
栗
町
立
図
書
館
副
館
長
）

⃝
申
込
期
間
＝
６
月
20
日
㈪
～
７

月
４
日
㈪
、
平
日
９
時
～
17
時

※
電
話
に
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

⃝
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
＝
▽
東

公
民
館
（
☎
２
３
・
５
２
７
６
）

▽
西
公
民
館
（
☎
２
４・５
２
７
２
）

⃝
配
布
場
所
＝
市
建
設
課
、
市
総

合
支
所
・
各
支
所
窓
口
、
県
住
宅

供
給
公
社
、
同
公
社
筑
後
管
理
事

務
所
お
よ
び
大
牟
田
出
張
所
等

⃝
問
い
合
わ
せ
＝
県
住
宅
供
給
公

社（
☎
０
９
２・７
８
１・８
０
２
９
）

　

離
転
職
者
等
で
転
職
・
再
就
職

希
望
者
を
対
象
と
し
ま
す
。
受
験

料
・
授
業
料
無
料
、
教
科
書
代
等

実
費
。
願
書
は
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
あ

り
ま
す
。

⃝
訓
練
科
＝
①
Ｃ
Ａ
Ｄ
科
（
３
か

月
課
程
、
定
員
20
人
）
②
パ
ソ
コ

ン
初
級
科
・
中
級
連
続
養
成
科
１

期
（
５
か
月
課
程
、
定
員
30
人
）

③
パ
ソ
コ
ン
初
級
科
２
期
（
３
か
月

課
程
、
定
員
25
人
）

⃝
募
集
期
間
＝
６
月
30
日
㈭

⃝
試
験
＝
①
７
月
11
日
㈪
②
７
月

12
日
㈫
③
７
月
13
日
㈬

⃝
問
い
合
わ
せ
＝
同
校
（
☎
０
９
４

２
・
３
２
・
８
７
９
５
）

　

お
り
な
す
八
女
を
活
用
し
た
自

主
教
室
開
催
の
き
っ
か
け
づ
く
り

の
た
め
、
応
募
者
自
ら
が
企
画
・

運
営
に
関
わ
り
講
師
と
し
て
活
動

で
き
る
人
を
募
集
し
ま
す
。
申
し

込
み
説
明
会
に
参
加
の
上
、
後
日
、

申
込
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

⃝
説
明
会
日
時
＝
７
月
16
日
㈯
14

時
～
お
り
な
す
八
女
研
修
棟

※
７
月
15
日
㈮
17
時
ま
で
に
電
話

に
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

⃝
申
し
込
み
＝
お
り
な
す
八
女
（
☎

２
３・２
１
３
１
、
２
２・５
３
３
２
）

⃝
募
集
住
宅
＝
県
内
の
県
営
住
宅

（
募
集
案
内
書
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）

⃝
募
集
案
内
書
配
布
お
よ
び
受
付

期
間
＝
７
月
19
日
㈫
～
７
月
27
日

㈬
※
申
込
手
数
料
不
要

①
パ
ソ
コ
ン
実
務
科
（
初
心
者
）

⃝
訓
練
期
間
＝
９
月
２
日
㈮
～
11

月
28
日
㈪
、
９
時
30
分
～
16
時

⃝
場
所
＝
久
留
米
地
域
職
業
訓
練

セ
ン
タ
ー
（
久
留
米
市
東
合
川
）

②
有
機
農
業
科
（
職
場
実
習
付
き
）

⃝
訓
練
期
間
＝
9
月
２
日
㈮
～
12

月
27
日
㈫
、
９
時
～
15
時

⃝
場
所
＝
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ひ
と
び
と

福
祉
事
業
団
（
み
や
ま
市
瀬
高
町
）

《
①
②
共
通
》
⃝
対
象
＝
身
障
者

手
帳
ま
た
は
精
神
保
健
福
祉
手
帳

（
②
は
療
育
手
帳
も
含
む
）を
有
し
、

公
共
職
業
安
定
所
に
求
職
登
録
を

し
て
い
る
人
で
介
護
を
必
要
と
せ

ず
身
辺
整
理
が
で
き
る
人

⃝
募
集
期
間
＝
７
月
21
日
㈭
ま
で

※
受
講
料
無
料
、
教
材
費
等
実
費

※
定
員
に
満
た
な
い
場
合
は
中
止

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

⃝
問
い
合
わ
せ
＝
県
障
害
者
職
業

能
力
開
発
校
（
☎
０
９
３・７
４
１・

５
４
３
１
）

人
物
歴
史
講
座
「
吉
田
松
陰
」

ポ
イ
ン
ト
方
式
県
営
住
宅
入
居
者

お
り
な
す
八
女
講
座
講
師

久
留
米
高
等
技
術
専
門
校
訓
練
生

し
ょ
う
が
い
者
を
対
象
と
し
た
訓
練

教
室
・
講
座

【6月21日㊋】①10:00～11:30／北山コミュ
ニティセンター（立花町）
②13:00～15:30／立花市民センター

【7月1日㊎】10:00～11：30、12：30～15:00
／矢部公民館（矢部村）

【7月6日㊌】 10:00～11:30、12:30～15:00
／総合保健センターそよかぜ（星野村）

【7月11日㊊】10:00～11:30、12:30～15:00
／地域交流センターふじの里（黒木町）

環境省では、2003 年より地
球温暖化防止のため、ラ

イトアップ施設や家庭の電気を
消していただくよう呼びかける

『ＣＯ２削減／ライトダウンキャ
ンペーン』を実施しています。
これは、ライトアップに慣れた国
民一人一人に対して、日ごろい
かに照明を使用しているかを実
感していただき、日常生活の中
で温暖化対策を実践するきっか
けづくりとなることを目的とした
取り組みです。
9 年目の今年は、震災の影響等
で特に節電が求められる 6 月22
日～ 8 月末日までを対象に、こ
のキャンペーンが実施されます。
ＣＯ２削減と夏の消費電力抑制
のため、昼も夜もそれぞれ２時
間以上、特に、6 月22日㈬「夏
至の日」と、７月７日㈭「七夕（クー
ルアース・デー）」には 20 時～
22 時の２時間程度のライトダウ
ンを広く呼びかけます。
電力消費量が増えるこの時期に、
ご家庭や施設などでも消灯への
ご協力をお願いします。

「昼も夜もライトダウン
２０１１」キャンペーン

献血にご協力ください
八女市献血推進協議会（☎ 23・0294）



り
大
雨
に
よ
る
冠
水
・
土
砂
崩
れ

等
の
被
害
が
発
生
し
ま
す
。
被
害

の
中
に
は
水
門
等
が
閉
め
ら
れ
た

ま
ま
の
状
態
に
よ
る
も
の
、
大
量
の

ゴ
ミ
が
水
路
に
つ
か
え
、
流
れ
を
阻

害
す
る
こ
と
に
よ
り
発
生
す
る
も

の
も
あ
り
ま
す
。
井
堰
・
水
門
等

の
管
理
者
は
、
降
雨
状
況
に
注
意

し
適
正
な
管
理
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
大
雨
が
予
想
さ
れ
る
場
合
に
は
、

事
前
に
井
堰
・
水
門
等
は
開
け
て

く
だ
さ
い
。
場
所
に
よ
っ
て
は
、
閉

め
る
こ
と
が
必
要
な
も
の
も
あ
り

ま
す
。
用
水
時
期
も
、
必
要
以
上

に
井
堰
・
水
門
等
を
堰
上
げ
な
い

よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

⃝
問
い
合
わ
せ
＝
▽
農
業
振
興
課

（
☎
２
３
・
１
１
１
９
）

▽
建
設
課
（
☎
２
３
・
１
１
８
９
）

　

総
務
省
と
福
岡
県
で
は
、
毎
月
、

労
働
力
調
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

こ
の
調
査
は
、
我
が
国
の
失
業
率

や
雇
用
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
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重
要
な
統
計
調
査
で
あ
り
、
政
府

や
都
道
府
県
の
雇
用･

失
業
対
策

の
た
め
に
不
可
欠
な
資
料
と
し
て

活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
調
査
対
象

に
選
定
さ
れ
た
皆
様
の
お
宅
に
調

査
員
が
う
か
が
っ
た
際
に
は
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。
提
出
さ
れ

た
調
査
票
は
統
計
資
料
を
作
成
す

る
こ
と
の
み
に
使
わ
れ
ま
す
。

⃝
問
い
合
わ
せ
＝
総
務
課（
☎
２
３・

１
１
１
１
）

　

池
の
山
キ
ャ
ン
プ
場
に
隣
接
し
、

夏
季
オ
ー
プ
ン
す
る
屋
内
型
プ
ー

ル
で
す
。
25
ｍ
プ
ー
ル
と
子
ど
も
用

プ
ー
ル
が
あ
り
ま
す
。

◦
開
館
期
間
＝
６
月
21
日
㈫
～
９
月

23
日
㈮
※
月
曜
休
館
（
祝
祭
日
開
館
）

◦
開
館
時
間
＝
９
時
～
12
時
、
13
時

～
16
時
30
分
、
17
時
30
分
～
21
時

◦
利
用
料
金
＝
▽
中
学
生
以
上
１

５
０
円
▽
小
学
生
以
下
80
円

◦
問
い
合
わ
せ
＝
星
野
支
所
総
務
課
ま

ち
づ
く
り
推
進
係（
☎
５
２・３
１
１
２
）

◦
受
付
期
間
＝
６
月
21
日
㈫
～
28
日
㈫

◦
第
１
次
試
験
日
＝
９
月
４
日
㈰

◦
問
い
合
わ
せ
＝
八
女
税
務
署

（
☎
２
３・５
１
９
１
）

国
税
庁
shttp://w

w
w.nta.go.jp

　

保
険
・
子
ど
も
の
教
育
費
・
老
後

の
生
活
資
金
等
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル

プ
ラ
ン
ナ
ー
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

⃝
日
時
＝
６
月
16
日
㈭
、
23
日
㈭
、

７
月
７
日
㈭
、
14
日
㈭
13
時
～
17
時

⃝
会
場
＝
八
女
商
工
会
議
所

⃝
問
い
合
わ
せ
＝
馬
場
さ
ん

（
☎
０
１
２
０
・
９
１
１
・
６
８
６
）

　

こ
の
時
期
は
河
川
や
水
路
に
設

置
さ
れ
て
い
る
井
堰
・
水
門
等
に

よ
る
用
水
調
整
が
行
わ
れ
ま
す
。

そ
の
た
め
、
梅
雨
時
期
と
も
重
な

　

市
の
排
水
設
備
工
事
責
任
技
術

者
の
登
録
申
請
に
は
こ
の
資
格
が

必
要
で
す
。
申
込
用
紙
は
上
下
水

道
局
で
配
布
し
ま
す
。

◦
期
日
＝
▼
講
習
９
月
８
日
㈭

▼
試
験
11
月
６
日
㈰

◦
会
場
＝
久
留
米
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ザ

◦
費
用
＝
受
講
料
８
千
円
、
受
験

料
１
万
２
千
円

◦
申
込
期
間
＝
７
月
４
日
㈪
～
15
日
㈮

◦
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
＝
上
下

水
道
局
（
☎
２
３・１
１
４
８
）

◦
試
験
の
名
称
＝
福
岡
県
介
護
支

援
専
門
員
実
務
研
修
受
講
試
験

◦
試
験
日
＝
10
月
23
日
㈰　

◦
試
験
会
場
＝
福
岡
大
学
（
福
岡

市
城
南
区
七
隈
）

◦
申
込
書
の
配
布
＝
６
月
24
日
㈮

～
７
月
29
日
㈮
に
県
の
各
保
健
福

祉
環
境
事
務
所
、
市
役
所
健
康
課

◦
申
込
期
間
＝
７
月
１
日
㈮
～
７

月
29
日
㈮
※
消
印
有
効

◦
問
い
合
わ
せ
＝
㈳
県
介
護
支
援
専

門
員
協
会
（
☎
０
９
２
・
４
３
１
・

４
５
８
５
）

※
受
験
申
込
要
領
は
、
６
月
上
旬

を
目
途
に
㈳
福
岡
県
介
護
支
援
専

門
員
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

し
ま
す
。（
配
布
場
所
に
赴
く
こ
と

が
困
難
な
場
合
は
郵
送
に
よ
る
入

手
方
法
を
案
内
し
ま
す
）

◦
受
験
資
格
＝
平
成
２
年
４
月
２

日
～
平
成
６
年
４
月
１
日
生
ま
れ

◦
受
付
期
間
＝
６
月
21
日
㈫
～
28
日
㈫

◦
第
１
次
試
験
日
＝
９
月
４
日
㈰

◦
問
い
合
わ
せ
＝
人
事
院
九
州
事
務

局
（
☎
０
９
２・
４
３
１・７
７
３
３
）

shttp://w
w

w.jinji.go.jp

◦
試
験
区
分
＝
一
般
事
務
、
電
気
、

機
械
、
土
木
、
建
築

◦
受
験
資
格
＝
平
成
２
年
４
月
２

日
～
平
成
６
年
４
月
１
日
生
ま
れ

◦
受
付
期
間
＝
７
月
１
日
㈮
～
19
日
㈫

◦
第
１
次
試
験
日
＝
９
月
25
日
㈰

◦
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
＝
九
州
防

衛
局
（
☎
０
９
２・４
８
３・８
８
１
５
）

shttp://w
w

w.m
od.go.jp

◦
受
験
資
格
＝
平
成
２
年
４
月
２

日
～
平
成
６
年
４
月
１
日
生
ま
れ

労
働
力
調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

Ｂ
＆
Ｇ
プ
ー
ル
６
月
21
日
オ
ー
プ
ン

井
堰
・
水
門
等
の
適
正
管
理

国
家
公
務
員（
高
卒
程
度
）採
用
試
験

介
護
支
援
専
門
員
実
務
研
修

☀問い合わせ＝ふらっち広場
（☎24・3022） 八女市本村425-61
☀開館日＝火・木・土・日曜10 時～17 時

◦日時＝ 6 月18日㈯13 時 30 分～
◦参加費＝実費

★おやつ「ブランマンジェを
つくろう」
◦日時＝ 7 月2日㈯ 13 時 30 分～
◦参加費＝実費

★工作「手作り風鈴をつくろう」
◦日時＝6 月25日㈯13 時 30 分～
◦参加費＝100 円 

★おやつ「しっとりクッキー
をつくろう」

★工作「カード立てをつくろう」

★アロマハンドマッサージ

◦日時＝ 7 月9日㈯ 13 時 30 分～
◦参加費＝100 円

◦日時＝6 月23日㈭ 14 時～ 16 時
◦参加費＝300 円

ふらっち広場からのお知らせ
地域活動支援センター

ほ
ほ
え
み

■会場は、いずれもふらっち広場で
す。詳細は問い合わせください。
■イベントがない日もマグネットつ
くやエコバッグつくりを楽しめます。
■ボランティアも募集中。興味のあ
る人はぜひ一度あそびに来てくださ
い。

福
岡
県
下
水
道
排
水
設
備
工

事
責
任
技
術
者
試
験

防
衛
省
職
員（
高
卒
程
度
）採
用
試
験

税
務
職
員（
高
卒
程
度
）採
用
試
験

生
命
保
険
無
料
相
談
会

　五穀豊穣、水難厄除けを祈
願する祭りで、百年以上の歴
史があります。祭りの準備など
すべて子どもたちの手で行わ
れ、当日は飾り竹の奉納があり
ます。（市指定無形民俗文化財）
⃝日時＝７月9日㈯９時～
⃝会場＝宇佐八幡宮（岩崎）
⃝問い合わせ＝文化課

（☎２３・１９８２）

岩崎の子ども川まつり



広報やめ　2011.6.153 広報やめ　2011.6.153

■いっしょにあそぼ！「水あそび」
◦7/9 ㈯ 10：30 ～
■ママとふあふあほっぺ※要申込 25 組
◦7/12 ㈫ 10：30 ～講師＝田中もとこさん
■楽しく食育「ポテトもち」
◦7/15 ㈮ 10：30 ～※要申込、参加費 200円
■にこにこバースデー♪
◦7/21 ㈭ 10：30 ～※ 7 月生まれをお祝いします
■高田先生とおしゃべり会
◦ 7/29 ㈮ 10：30 ～講師＝子育てアドバ
イザー高田悦也さん　※託児要申込

■エンジョイオープン広場（場所＝ほほえみ）
　「体験！手作りざるうどん」定員 20 組
◦7/13 ㈬ 10：00 ～※要予約7/11締切　
■健康講座（場所＝ほほえみ）
◦7/6 ㈬ 10：30 ～ 講師：田中明美保健師
■子育てママのリフレッシュタイム（場所＝ほほえみ）
◦7/20 ㈬ 10：00 ～ 内容：ペディキュア＆ケア
　※要予約7/16締切（定員15組、材料費500円）
■思いきり遊ぼう岡山保育所園庭等で親子あそび

▽ 7/2 ㈯▽ 9 ㈯▽ 12 ㈫▽ 14 ㈭▽ 19 ㈫
21 ㈭▽ 30 ㈯
■移動サロン（10：00 ～ 12：00）
▽東公民館 7/1 ㈮▽上陽公民館 7/8 ㈮ 
▽児童センター 7/15 ㈮▽保健福祉セン
ターそよかぜ 7/22 ㈮▽西公民館 7/25 ㈪
▽おりなす八女 7/28 ㈭
■ほほえみサロン（会場＝ほほえみ）
◦赤ちゃん広場（生後 4 か月～ 15 か月）
7/4 ㈪、27 ㈬　９：30 ～ 12：00
◦ほほえみ広場（生後 16 か月～就学前）
7/5 ㈫、26 ㈫　９：30 ～ 12：00
■パパママ広場（会場＝ほほえみ）
◦7/16 ㈯ 10：00 ～ 12：00
■プレママ広場 ※今からママになる人対象
◦7/11㈪ 10：00 ～12：00 ／忠見保育園
◦7/29㈮10：00～12：00／八女中央保育園

■エンジェルルーム 「七夕まつり・プール開き」
◦7/6 ㈬ 10：30 ～ 
■プレママ＆ベビーサロン◦7/8 ㈮ 10：30 ～
■高田先生のハートフルしゃべり場
◦ 7/13 ㈬ 10：30 ～
　※託児は 2日前までに要申込

■みんなであそぼう 「野菜人形劇」
◦ 7/24 ㈰ 10：30 ～
■ハッピーバースデー◦7/26 ㈫ 10：30 ～ 

■おはなし会◦ 7/5 ㈫、10：30 ～
■英語であそぼう◦7/4㈪、19㈫10：30～
■リズムにのって◦7/12 ㈫ 10：30 ～
■おためしランチ◦7/13 ㈬ 12：00 ～
■おしゃべりクラブ◦7/1㈮ 10：30 ～
■パパ・ママあそぼう！◦7/23 ㈯ 10：30 ～
■プレママクラブ◦7/11㈪ 10：30 ～
■楽しく子育て講座「夏の感染症や熱中
症」◦7/25 ㈪ 10：30 ～
■こんにちはあかちゃん◦7/20 ㈬10：30 ～
■ハッピーバースデー！◦7/15 ㈮ 10：30 ～
■元気にあそぼう◦7/27 ㈬ 10：30 ～
■七夕まつり◦7/6 ㈬ 10：30 ～
■なかよしクラブ◦7/22 ㈮ 10：30 ～
■育児講座「子どものための救命救急」（場所＝かがやき）
◦7/8㈮ 10：30～※託児は 3日前までに要予約
■移動サロン※10：00～13：00
▽白木コミュニティセンター 7/7 ㈭
▽黒木公民館 7/14 ㈭▽かがやき7/21㈭
▽矢部基幹集落センター 7/28 ㈭

立花町子育て支援センターきらきら
会場・問い合わせ＝きらきら（☎24・9090）

黒木町チャイルドルーム　ピコロ
会場・問い合わせ＝ふじの里（☎42・3301）

子育て支援センター　ほほえみ
問い合わせ＝ほほえみ（岡山保育所内☎22・4726）

つどいの広場　ちゃちゃっこ
会場・問い合わせ＝共生の森（☎30・2566）

子育ち支援掲示板 7 月

○
自
主
防
災
組
織
と
は

　
災
害
に
備
え
、
行
政
区
や
町
内

会
等
が
自
発
的
な
防
災
活
動
を
行

う
た
め
に
、
自
主
的
に
結
成
さ
れ
た

組
織
を
い
い
ま
す
。

　
㈳
日
本
火
災
学
会
の
ア
ン
ケ
ー
ト

に
よ
る
と
、
阪
神
淡
路
大
震
災
の
時

に
生
き
埋
め
や
閉
じ
こ
め
ら
れ
て
救

助
さ
れ
た
人
の
う
ち
、
専
門
の
救
助

隊
に
救
助
さ
れ
た
人
は
わ
ず
か
３
％

足
ら
ず
で
、
約
92
％
は
家
族
や
友

人
隣
人
に
助
け
ら
れ
た
と
の
こ
と
で

す
。
こ
の
よ
う
に
、
自
主
防
災
組
織

の
防
災
活
動
が
災
害
に
よ
る
被
害

の
軽
減
に
大
き
く
寄
与
す
る
こ
と
か

ら
、
県
・
市
町
村
と
も
自
主
防
災
組

織
の
育
成
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
八
女
市
内
の
組
織
率
は
79
％
で

全
国
平
均
74
％
を
少
し
上
回
っ
て
い

ま
す
。
市
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
皆

様
方
が
自
主
防
災
組
織
の
結
成
、

育
成
に
積
極
的
に
参
加
さ
れ
る
こ
と

を
期
待
し
て
い
ま
す
。

○
自
主
防
災
組
織
支
援
整
備
事
業

補
助
金
と
は

　
自
主
防
災
組
織
の
結
成
や
訓
練

お
よ
び
防
災
資
機
材
整
備
に
係
る

費
用
に
対
し
て
、
補
助
金
を
交
付
す

る
制
度
で
す
。
①
防
災
訓
練
に
対

す
る
補
助
と
②
防
災
資
機
材
整
備

費
に
対
す
る
補
助
の
２
種
類
が
あ
り

ま
す
。（
上
図
参
照
）

※
１
組
織
に
つ
き
①
、
②
と
も
補
助

を
受
け
ら
れ
ま
す
が
、
同
じ
補
助
を

同
一
年
度
内
に
２
回
受
け
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。
事
業
を
計
画
さ
れ
た

自
主
防
災
組
織
は
、
実
施
前
に
申

請
が
必
要
で
す
。
手
続
き
を
お
願
い

し
ま
す
。

⃝
問
い
合
わ
せ
＝
八
女
市
役
所
生
活

安
全
課
（
☎
２
３
・
１
７
３
１
）
ま

た
は
各
支
所
総
務
課
ま
で

①自主防災訓練費 ②防災資機材整備

補
助
対
象

・防災計画作成費
・防災マップ等作成費
・初期消火、避難訓練費
・その他訓練に必要な費用

・消火器、発電機、投光器
・シャベル、ジャッキ、ロープ
・ヘルメット、メガホン
・その他防災に必要な資機材

補
助
金
額

世帯数×100 円＋1万円
または実際訓練で要した
費用の少ない額

資機材購入費用の 2 分の1
以内（上限１０万円）

　平成 21年の農地法改正により標準小作
料制度が廃止され、それに代わるものとして
地域の実勢を踏まえた賃借料情報を公表す
ることとなりました。平成 22 年１月から12
月までに契約された、農地の賃貸借におけ
る賃借料水準（10ａ当たり）を公表します。
なお、この賃借料はあくまでも目安であり、
実際の賃借料は、貸し手と借り手双方の話
し合いで決定してください。

地域名 平均額
(円)

最高額
(円)

最低額
(円)

データ
数

八女地区 13,100 21,600 4,100 145
上陽地区 12,000 18,900 5,700 9
黒木地区 14,200 26,300 6,100 59
立花地区 16,900 32,100 8,800 23
矢部地区 11,900 20,400 4,500 13
星野地区 12,700 19,700 4,000 25

市内全域 11,100 24,700 5,100 12

※データ数に使用貸借は含まれません。
※金額は算出結果を四捨五入し100 円単位とし
ています。※賃借料を物納支給（水稲）として
いる場合は、米１俵（60㎏）当たり１万３千円に
換算しています。
・問い合わせ＝農業委員会（☎ 23-2407）

八女市農地賃借料
情報を公表します

1　田（水稲）の部 （10a当たり）

（10a当たり）2　畑（普通畑）の部

大災害に備えよう

自
主
防
災
組

織
へ
の
補
助

金
が
新
設
さ

れ
ま
し
た

八女市の組織率79％



《
40
歳
以
上
の
人
が
対
象
》

▽
肺
が
ん
検
診
＝
胸
部
Ｘ
線
撮
影
（
問
診
の
結

果
に
よ
っ
て
喀
痰
検
査
も
）

▽
胃
が
ん
検
診
＝
バ
リ
ウ
ム
を
飲
ん
で
、
胃
部

Ｘ
線
撮
影

▽
大
腸
が
ん
検
診
＝
２
日
間
便
を
採
取
し
て
、

潜
血
検
査

《
20
歳
以
上
の
女
性
が
対
象
》

▽
子
宮
が
ん
検
診
＝
子
宮
頸
部
（
子
宮
の
入

口
）を
こ
す
っ
て
、細
胞
診

《
40
歳
以
上
の
女
性
が
対
象
》

▽
乳
が
ん
検
診
＝
視
触
診
と
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ

　

検
診
会
場
で
の
混
雑
を
解
消
し
検
診
を
ス

ム
ー
ズ
に
実
施
す
る
た
め
、
集
団
検
診
は
予
約

制（
電
話
予
約
・
左
上
）と
な
り
ま
す
。

◦
予
約
受
付
＝
平
日
８
時
30
分
～
17
時
15
分

※
受
診
日
の
15
日
前
ま
で
に
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

※
検
診
会
場
に
よ
り
電
話
番
号
が
異
な
り
ま
す
の

で
お
か
け
間
違
い
の
な
い
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

※
６
月
８
日
か
ら
予
約
を
受
け
付
け
て
い
ま
す

が
、電
話
が
混
雑
し
か
か
り
に
く
く
な
っ
て
い
ま

す
。
予
約
開
始
当
初
２
～
３
週
間
程
度
は
、
引

き
続
き
混
雑
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。で

き
る
だ
け
当
初
こ
の
期
間
を
避
け
て
予
約
し
て

い
た
だ
く
な
ど
、皆
様
の
ご
理
解
、ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

　

八
女
市
で
は
今
年
度
か
ら「
30
歳
代
健
診
」

と「
40
歳
人
間
ド
ッ
ク
」を
始
め
ま
し
た
。若
い

う
ち
か
ら
の
健
康
づ
く
り
に
、ぜ
ひ
お
役
立
て

く
だ
さ
い
。

※
が
ん
検
診
や
30
歳
代
健
診
、
40
歳
人
間
ド
ッ

ク
の
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
、広
報
や
め
６
月

１
日
号
に
折
り
込
ん
で
い
る
「
八
女
市
住
民
健

診
ガ
イ
ド
本
」を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

７月の健康だより
健康課健康推進係（☎ 23・1352）

♥

　

市
で
は
、
中
学
１
年
生
か

ら
高
校
１
年
生
に
相
当
す

る
年
齢
の
女
性
を
対
象
に
、

「
子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ

ン
」の
接
種
費
用
を
助
成
し

て
い
ま
す
。
現
在
、
同
ワ
ク

チ
ン
は
急
速
な
需
要
の
増
加

で
供
給
不
足
に
な
っ
て
い
ま

す
。
す
で
に
接
種
を
受
け
た

人
の
２
回
目
・
３
回
目
を
優

先
し
、初
め
て（
１
回
目
）の

人
の
接
種
を
差
し
控
え
て
も

ら
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
、
高
校
２
年
生
相
当

の
年
齢
（
平
成
６
年
４
月
２

日
～
平
成
７
年
４
月
１
日
生

ま
れ
）
の
人
は
、
厚
生
労
働

省
の
通
知
（
平
成
23
年
３
月

７
日
付
）
に
基
づ
き
、
接
種

期
限
を
延
長
し
ま
す
。こ
れ

に
よ
り
、
高
校
２
年
生
相
当

の
年
齢
の
人
は
、
１
回
目
の

接
種
を
平
成
23
年
９
月
30
日

ま
で
に
し
た
場
合
に
は
、
助

成
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

な
お
ワ
ク
チ
ン
は
、
夏
ご

ろ
ま
で
に
は
安
定
供
給
さ
れ

る
見
込
み
で
す
。

　

子
ど
も
さ
ん
の
こ
と
で
思

い
当
た
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

か
？

「
保
育
園
の
生
活
の
中
で
、集

団
生
活
に
な
じ
め
な
い
」

「
こ
と
ば
が
遅
い
」

「
運
動
が
ぎ
こ
ち
な
い
、苦
手
」

「
お
友
達
と
上
手
く
遊
べ
な
い
、

一人
遊
び
が
多
い
」

「
じっ
と
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
」

「
先
生
の
指
示
が
わ
か
ら
な
い
」

「
何
か
わ
か
ら
な
い
け
ど
、何
と

な
く
ほ
か
の
子
と
違
う
」

な
ど
に
つ
い
て
相
談
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
ず
は
、子
ど
も
さ
ん
と
お

会
い
し
て
一
緒
に
遊
ば
せ
て
い

た
だ
け
る
と
、よ
り
的
確
な
ア

ド
バ
イ
ス
が
で
き
ま
す
。お
気

軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

⃝
日
時
・
場
所
＝
毎
月
第
２
・

４
金
曜
日
の
13
時
30
分
～
15

時
30
分

▽
第
２
金
曜
日
＝
黒
木
町
地
域

交
流
セ
ン
タ
ー「
ふ
じ
の
里
」

▽
第
４
金
曜
日
＝
八
女
市
保

健
セ
ン
タ
ー
機
能
訓
練
室

⃝
ス
タ
ッ
フ
＝
こ
ぐ
ま
福
祉
会

保
育
士
ま
た
は
作
業
療
法
士

⃝
予
約
・
問
い
合
わ
せ
＝

▽
健
康
課
健
康
推
進
係

（
☎
２
３
・
１
３
５
２
）

▽
黒
木
総
合
支
所
保
健
福
祉

課
保
健
係（
☎
４
２・１
１
１
４
）

７
月
か
ら
が
ん
検
診
が
始
ま
り
ま
す
。が
ん
検
診
の
目
的
は
、

自
覚
症
状
が
な
い
人
を
対
象
に
早
期
に
が
ん
を
発
見
し
、
適

切
な
治
療
を
行
う
こ
と
で
、
が
ん
に
よ
る
死
亡
を
減
少
さ
せ

る
こ
と
で
す
。現
在
、日
本
人
の
死
亡
原
因
の
１
位
は
が
ん
で

す
。
年
間
約
30
万
人
が
が
ん
で
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。が
ん
は

早
期
に
発
見
し
て
治
療
す
る
こ
と
で
不
治
の
病
で
は
な
く
、治

る
病
気
と
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
だ
か
ら
こ
そ
、

１
年
に
１
回
は
が
ん
検
診
を
受
け
て
い
た
だ
き
た
い
の
で
す
。

子宮頸がん予防ワクチンの接種期限を延長
バンビ親子相談（お子さんのことばや行動に関する相談）

集
団
検
診
は
電
話
予
約
が
必
要
で
す

若
い
人
を
対
象
に
新
し
い
健
診

次
の
が
ん
検
診
を
実
施
し
ま
す

要予約

旧八女市・立花町
の検診会場

２３・１１６７
旧黒木町・上陽町・矢部村・

星野村の検診会場

４２・１１９１

用 話
予
約専 電

日本人の死亡
原因NO.１

が
ん
検
診
で

早
期
治
療

早
期
発
見

4　2011.6.15　広報やめ



広報やめ　2011.6.155

［日にち］7月19日㈫
［対象］★1歳6か月児
（平成21年12月～平成22年1月生まれ）
★3歳児（平成20年6月～7月生まれ）

健康相談乳幼児健診

黒木総合支所管内幼児健診

子育てのことで、少しでも心配なことがあった
らお気軽にご相談ください。身長・体重測定も
できます。
※母子健康手帳をお持ちください。
※相談日以外でも、窓口や電話で子育て相談
を行っています。なお、各地域の主任児童委
員も家庭の相談に応じています。詳しくは、福
祉課援護係（☎ 23・1350）へお尋ねください。

ごっくん期（離乳食初期の５～６か
月児）についてのお話と調理を行
います。参加する人は、事前に健康
課までお申し込みください。※託児
あります。健康課（☎23・1352）

保健師、看護師が、血圧測定・尿検査・体脂
肪測定をします。健康に関するいろいろな相
談に応じます。健康手帳をお持ちの人はご持
参ください。※電話相談も行っています。 
健康課（☎23・1352）
黒木総合支所（☎42・1114）

母子健康手帳をお持ちください。「予防接種予
診票」は家庭で記入してください。小冊子「予
防接種と子どもの健康」を事前によく読んでお
いてください。

心理士による個別相談です。対象者は年齢
を問わず、成長発達面に不安のある人です。
心配なことがあればお気軽にご相談ください。
※予約制 ・健康課（☎２３・１３５２）
・黒木総合支所（☎４２・１１１４）

［日時］7月11日㈪　9時30分～11時
［会場］八女市保健センター

［日時］7月14日㈭　11時～12時
［会場］星野総合保健福祉センター「そよかぜ」

［日時］7月15日㈮　13時15分～14時30分
［会場］八女市保健センター

［日時］7月21日㈭　14時～15時30分
［会場］上陽保健センター

［日時］7月25日㈪　10時30分～11時30分
［会場］子育て支援センター「きらきら」

［日時］7月28日㈭　10時30分～11時30分
［会場］矢部基幹集落センター

［日時］7月21日㈭　10時30分～
13時30分　※受付10時～

［会場］おりなす八女研修棟
［持参品］エプロン、三角きん、母
子健康手帳　［材料費］300円

［定員］先着１５人

♥受付時間　13 時～ 14 時 30 分
♥会場　八女市保健センター

♥受付時間　13時30分～14時30分
♥会場  黒木地域交流センター「ふじの里」

［日時］7月4日㈪　９時30分～11時
［会場］八女市保健センター

［日時］7月27日㈬　９時30分～11時
［会場］黒木地域交流センター「ふじの里」

［日にち］7月12日㈫　
［対象］10か月児（平成22年9月生まれ）
［日にち］7月20日㈬　
［対象］４か月児（平成23年3月生まれ）
［日にち］7月26日㈫
［対象］1歳6か月児（平成22年1月生まれ）
［日にち］7月28日㈭
［対象］3歳児（平成20年7月生まれ）

［日にち］7月13日㈬、28日㈭
［受付時間］９時～16時
［会場］八女市保健センター

［日にち］7月19日㈫　［受付時間］９時～16時
［会場］黒木地域交流センター「ふじの里」

ベビーズクッキング（離乳食教室）

子育て相談

乳幼児心理相談

ポリオ予防接種

　

オ
レ
ン
ジ
色
の
封
筒
に
入
っ
た

特
定
健
診
の
受
診
券
が
、
40
歳
か

ら
74
歳
の
八
女
市
国
民
健
康
保

険
加
入
者
の
お
手
元
に
届
い
て
い

る
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
広
報
や
め
の
６
月
１
日

号
と
い
っ
し
ょ
に
「
住
民
健
診
ガ

イ
ド
本
」
を
全
家
庭
に
配
り
ま
し

た
。特
定
健
診
と
各
種
が
ん
検
診

（
肺
・
胃
・
大
腸
・
子
宮
・
乳
）
、

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診
、こ
こ
ろ
の

健
診
に
つ
い
て
の
説
明
、
受
け
方

と
し
て
、
す
べ
て
が
同
日
に
受
け

ら
れ
る
集
団
健
診
と
指
定
さ
れ
た

医
療
機
関
で
受
け
る
個
別
健
診
の

内
容
が
載
っ
て
い
ま
す
。　
　
　

　

広
報
や
め
５
月
15
日
号
で
は
、

健
診
を
ス
ム
ー
ズ
に
受
診
す
る
た

め
の
手
続
き
を
説
明
し
ま
し
た

が
、住
民
健
診
ガ
イ
ド
本
を
ご
覧

に
な
り
、さ
ら
に
確
認
し
て
く
だ

さ
い
。

　

集
団
健
診
に
つ
い
て
は
、予
約

が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
住
民
健
診

ガ
イ
ド
本
を
見
て
、
自
分
が
受
け

よ
う
と
思
う
日
に
ち
と
場
所
、
受

診
す
る
健
診
を
決
め
た
ら
予
約
専

用
電
話
で
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

後
で
変
更
さ
れ
る
場
合
も
同
じ
電

話
に
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

予
約
が
面
倒
と
言
わ
れ
る
人

も
あ
る
よ
う
で
す
が
、
受
診
日
の

15
日
前
ま
で
に
予
約
さ
れ
た
場
合

は
、
受
診
日
の
お
よ
そ
３
日
前
ま

で
に
問
診
票
が
届
き
ま
す
。
住
所

氏
名
や
、
前
回
受
け
ら
れ
た
人
は

問
診
の
回
答
等
が
印
字
さ
れ
て
き

ま
す
の
で
、記
入
す
る
部
分
が
少

な
く
て
す
み
ま
す
。
予
約
時
間
に

お
越
し
に
な
れ
ば
、
待
ち
時
間
も

少
な
く
て
す
み
ま
す
。

　

住
民
健
診
ガ
イ
ド
本
に
は
、

今
年
度
新
規
の「
40
歳
人
間
ド
ッ

ク
」「
30
歳
代
健
診
」に
つ
い
て
も

記
載
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
ご
覧

に
な
っ
て
く
だ
さ
い
。

⃝
問
い
合
わ
せ
＝
市
民
課
特
定
保

健
係
（
☎
２
３
・
１
２
０
１
）

※
予
約
（
変
更
）専
用
電
話

▽
旧
八
女
市
・
立
花
町
の
健
診
会

場
で
受
け
ら
れ
る
場
合

☎
０
９
４
３
・
２
３
・
１
１
６
７

▽
旧
黒
木
町
・
上
陽
町
・
矢
部

村
・
星
野
村
の
健
診
会
場
で
受
け

ら
れ
る
場
合

☎
０
９
４
３
・
４
２
・
１
１
９
１

［日時］7月14日㈭　13時30分～14時30分
［会場］八女市保健センター
［対象］３か月以上７歳６か月未満　
※41日（６週間）以上の間隔をおいて２回接種
※次回は8月11日㈭八女市保健センター

ご覧になり
ましたか？
八女市住民
健診ガイド

本

あなたの
いのちをつな
ぐ健診にしま

しょう！
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ま
ち
の
わ
だ
い  　

Ｔ
Ｏ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
Ｓ

星
野
地
域
活
性
化
施
設
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た

だご汁が供えられた碑前で黒木小 6 年生が「だご汁の歌」を披露

赤く色づいた小梅

関係者が出席し1年間の登山の安全を祈りました

木のぬくもりがいっぱいの八女
市立図書館星野分館「夢の扉」

（右）市長はじめ関係者と星野
小学校 1年生がテープカットし
ました（下）

梅 

粒
ぞ
ろ
い

碑
前
に
だ
ご
汁
を
供
え
る

登
山
者
の
安
全
願
う 

矢
部
村
山
系
山
開
き

福
岡
県
最
高
峰
の
釈
迦
岳
を
含
む
矢
部
村
山
系

の
山
開
き
が
５
月
14
日
㈯
、
杣
の
里
渓
流
公
園
で

行
わ
れ
ま
し
た
。
式
典
に
は
、約
70
人
が
出
席
し
、

１
年
間
の
登
山
の
安
全
を
祈
願
し
ま
し
た
。
式
典

後
、
参
加
者
は
自
生
の
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
が
咲
き
誇
る

源
流
の
森
や
新
緑
を
楽
し
み
な
が
ら
、
御
前
岳
か

ら
釈
迦
岳
へ
の
縦
走
登
山
を
行
い
ま
し
た
。

矢
部
村
に
は
、
釈
迦
岳
や
御
前
岳
、
前
門
岳
、

三
国
山
、
猿
駈
山
、
文
字
岳
の
千
メ
ー
ト
ル
級
の

山
々
が
連
な
っ
て
い
ま
す
。
今
年
か
ら
「
矢
部
八
名

山
」
と
し
て
新
た
に
高
取
山
や
城
山
を
加
え
登
山

道
の
整
備
も
進
め
て
い
く
予
定
で
す
。

県
内
一
の
梅
の
生
産
量
を
誇

る
立
花
町
谷
川
の
梅
園
で
５
月

15
日
㈰
、
梅
の
初
収
穫
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
今
年
は
霜
の
被
害

も
少
な
く
、平
年
並
み
の
収
穫
。

こ
の
日
は
８
時
か
ら
10
人
が

作
業
に
あ
た
り
、
た
わ
わ
に
実

り
、
ほ
の
か
に
赤
く
色
づ
い
た

小
梅
を
次
々
と
収
穫
し
て
い
き

ま
し
た
。小
梅
は
５
月
末
ま
で
、

大
梅
は
７
月
中
旬
ま
で
収
穫
出

荷
さ
れ
ま
す
。

作
曲
家 

團
伊
玖
磨
先
生
を
し
の
ぶ
「
だ
ご
汁

忌
」
が
５
月
17
日
㈫
、
素
盞
嗚
神
社
境
内
で
行

わ
れ
ま
し
た
。
團
先
生
は
、
旧
陸
軍
音
楽
隊
に

と
も
に
所
属
し
た
黒
木
文
化
連
盟
会
長
の
吉
村

誠
さ
ん
と
の
縁
で
た
び
た
び
黒
木
を
訪
れ
て
は
、

好
物
だ
っ
た
だ
ご
汁
を
食
べ
て
い
た
そ
う
で
す
。

式
で
は
、
境
内
の
碑
前
に
だ
ご
汁
が
供
え
ら

れ
た
あ
と
、
團
先
生
作
曲
の
「
だ
ご
汁
の
歌
」
を

黒
木
小
学
校
６
年
生
が
、「
八
女
消
防
の
歌
」
を

八
女
消
防
本
部
が
そ
れ
ぞ
れ
披
露
。
式
後
は
、

い
り
こ
、
じ
ゃ
が
い
も
、
夏
豆
、
か
ぼ
ち
ゃ
と
歌

詞
ど
お
り
の
具
だ
く
さ
ん
の
だ
ご
汁
が
ふ
る
ま
わ

れ
ま
し
た
。
出
席
者
は
團
先
生
を
し
の
び
つ
つ
味

わ
っ
て
い
ま
し
た
。

星
野
地
域
活
性
化
施
設
が
４
月
26
日
㈫

オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
こ
の
施
設
は
農
村

地
域
の
活
性
化
を
目
的
に
県
営
事
業
に
よ

り
整
備
さ
れ
た
も
の
で
す
。
農
林
業
関
係

者
の
各
種
会
議
・
研
修
、
ま
ち
づ
く
り
、

生
涯
学
習
、
市
民
交
流
の
場
と
し
て
活
用

を
図
っ
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
施
設
内
に

は
、
八
女
市
立
図
書
館
星
野
分
館
（
夢
の

扉
）
を
移
設
し
ま
し
た
。
星
野
の
自
然
と
、

木
の
ぬ
く
も
り
を
感
じ
る
環
境
の
中
で
本

と
ゆ
っ
く
り
向
き
合
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◦
施
設
利
用
の
問
い
合
わ
せ

星
野
支
所
総
務
課
（
☎
５
２
・
３
１
１
２
）

6
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墓前を掃除する黒木文化連盟役員の皆さん

土
橋
町
内
会
の
団
体
の
役
員
18

人
は
４
月
19
日
㈫
、
八
女
西
部
リ

サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
を
見
学
し
ま
し

た
。
土
橋
町
内
会
で
は
約
10
年
前

か
ら
環
境
視
察
を
実
施
し
、
隣
組

長
を
２
班
に
分
け
て
資
源
ゴ
ミ
の

立
ち
会
い
指
導
を
し
て
も
ら
っ
て

い
ま
す
。

こ
の
日
は
、
市
社
会
環
境
課
の

職
員
３
人
を
講
師
に
迎
え
、
ス
ラ

イ
ド
を
使
い
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。そ
し
て
、

資
源
ゴ
ミ
の
分
別
と
、ビ
ン
や
缶
、

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
洗
浄
の
徹
底
と

ゴ
ミ
の
出
し
方
に
つ
い
て
丁
寧
に

説
明
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
そ
の

後
、
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
と
リ
サ

イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
を
全
員
で
見
学
し

ま
し
た
。
参
加
し
た
人
た
ち
は「
こ

れ
か
ら
の
資
源
ゴ
ミ
の
立
ち
会
い

作
業
に
参
考
に
な
り
ま
し
た
」
と

話
し
て
い
ま
し
た
。

八
女
黒
木
大
藤
ま
つ
り
が
４
月

16
日
㈯
～
５
月
８
日
㈰
ま
で
の
間
、

素
盞
嗚
神
社
周
辺
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
ま
つ
り
に
先
立
ち
４
月
15
日

㈮
に
は
藤
の
花
神
酒
召
せ
の
式
典

が
行
わ
れ
、
三
田
村
市
長
や
関
係

者
に
よ
り
、
藤
の
開
花
と
ま
つ
り

の
成
功
を
願
い
藤
の
根
元
に
酒
を

そ
そ
ぎ
ま
し
た
。
今
年
は
開
花
が

遅
く
、
４
月
末
ご
ろ
に
見
ご
ろ
を

迎
え
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
の

最
後
ま
で
藤
を
楽
し
む
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
期
間
中
は
約
19
万
人

の
人
出
で
に
ぎ
わ
い
、
た
く
さ
ん

の
人
が
、
大
藤
を
楽
し
ん
だ
あ
と

に
南
仙
か
わ
ば
た
公
園
、
シ
バ
ザ

ク
ラ
花
園
ま
で
散
策
す
る
姿
が
多

く
見
ら
れ
ま
し
た
。
毎
年
訪
れ
て

い
る
女
性
は
「
い
つ
見
て
も
き
れ

い
で
す
ね
」
と
話
し
、
藤
の
香
り

を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

見ごろを迎えた藤の花の前で記念撮影する人たち

参加した土橋町内会の皆さん

新茶を味わう来場者の皆さん

おはらいを受ける関係者

八
女
西
部
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
を
見
学
し
ま
し
た

藤
の
香
り
に
誘
わ
れ
て
19
万
人
の
人
出
で
に
ぎ
わ
う

新
茶
の
香
り
と
味
を
堪
能 

八
女
上
陽
新
茶
ま
つ
り

文
芸
評
論
家
親
子
を

し
の
び
墓
掃
除

交
通
安
全
を
祈
願

黒
木
文
化
連
盟
に
よ
る
石
橋
忍

月
・
山
本
健
吉
親
子
が
眠
る
墓
の

掃
除
が
５
月
７
日
㈯
、
西
古
松
町

の
無
量
寿
院
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

石
橋
忍
月
と
三
男
に
あ
た
る
山
本

健
吉
は
と
も
に
文
芸
評
論
家
。
黒

木
町
湯
辺
田
に
あ
っ
た
忍
月
の
生

家
は
学
び
の
館
の
敷
地
内
に
移
築

さ
れ
、『
石
橋
忍
月
文
学
資
料
館
』

と
し
て
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
縁
か
ら
山
本
健
吉
の
命

日
に
、
同
連
盟
の
役
員
が
墓
掃
除

を
す
る
よ
う
に
な
り
、
今
年
で
20

回
目
と
な
り
ま
す
。

集
ま
っ
た
同
連
盟
の
役
員
６
人

は
、
墓
や
周
辺
の
掃
除
を
し
、
墓

前
に
手
を
合
わ
せ
、
ゆ
か
り
の
文

芸
評
論
家
親
子
を
し
の
び
ま
し
た
。

５
月
11
日
㈬
～
20
日
㈮
ま
で
行
わ

れ
た
春
の
交
通
安
全
県
民
運
動
に
合
わ

せ
、
八
女
交
通
安
全
協
会
星
野
支
部
主

催
の
交
通
安
全
祈
願
祭
が
11
日
㈬
、
星

野
村
の
池
の
山
麻
生
神
社
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
式
典
で
は
、
原
口
重
信
星
野

支
部
長
と
池
田
八
女
警
察
署
副
署
長

が
、「
運
動
の
基
本
と
な
っ
て
い
る
子
ど

も
と
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止
に
向

け
、
ま
ず
は
私
た
ち
の
住
む
地
域
か
ら

交
通
事
故
の
撲
滅
を
め
ざ
し
ま
す
。
委

員
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
交
通
安
全
啓
発

に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
」
と
あ
い
さ
つ

し
ま
し
た
。

八
女
市
上
陽
町
北
川
内
の
ほ
た
る
と

石
橋
の
館
で
「
八
女
上
陽
新
茶
ま
つ
り
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
の
お
茶
摘

み
の
時
期
は
、
１
週
間
ほ
ど
遅
れ
ま
し

た
が
、
５
月
３
日
㈷
か
ら
８
日
㈰
ま
で
の

新
茶
即
売
会
に
は
多
く
の
お
客
さ
ま
が

訪
れ
、
新
茶
の
香
り
と
味
を
堪
能
し
ま

し
た
。
５
月
７
日
㈯
に
は
、
茶
摘
み
体

験
も
行
わ
れ
、
福
岡
市
内
な
ど
か
ら
41

人
の
参
加
者
が
あ
り
ま
し
た
。
茶
摘
み

の
後
は
、
市
内
の
製
茶
工
場
を
見
学
し
、

茶
の
製
造
工
程
を
学
ん
で
帰
り
ま
し
た
。



上
陽
町
の
「
ほ
た
る
と
石
橋
の
館
」

の
星
野
川
対
岸
に
、
ホ
タ
ル
と
石
橋

の
里
公
園
の
一
部
と
し
て
、
新
し
い
公

園
が
５
月
３
日
㈷
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し

た
。こ
の
公
園
の
よ
う
壁
は
、寄
口
橋（
二

ツ
目
橋
、
大
正
９
年
、
１
９
２
０
年
竣

工
）
と
同
じ
阿
蘇
凝
灰
岩
を
使
っ
て
作

ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
公
園
が

で
き
た
こ
と
に
よ
り
市
道
祇
園
堂
・
藤

木
線
か
ら
直
接
星
野
川
ま
で
行
け
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

矢
部
中
学
校
体
育
館
「
木
龍
」

で
５
月
13
日
㈮
、
鍋
島
直
昶
カ
ル

テ
ッ
ト
コ
ン
サ
ー
ト
（
八
女
ベ
ー

ゼ
ン
ド
ル
フ
ァ
ー
音
楽
祭
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
後
援
）
が
開
か
れ
、
木
の
香

り
漂
う
体
育
館
内
に
軽
や
か
な
ビ

ブ
ラ
ホ
ン
の
音
色
が
響
き
渡
り
ま

し
た
。
佐
賀
藩
主
の
鍋
島
直
正
を

曽
祖
父
に
持
つ
鍋
島
さ
ん
は
、
翌

日
が
85
歳
の
誕
生
日
。
戦
後
、
好

き
な
音
楽
の
道
に
進
む
こ
と
で
勘

当
さ
れ
た
こ
と
も
あ
っ
た
そ
う
で

す
が
「
自
分
の
好
き
な
こ
と
を
で

き
る
だ
け
や
っ
て
、
自
分
の
人
生

を
考
え
て
い
っ
て
く
だ
さ
い
」
と

小
学
生
・
中
学
生
に
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
送
り
ま
し
た
。

参
加
し
た
中
学
生
は
「
初
め
て

ジ
ャ
ズ
を
聴
い
て
、
か
っ
こ
い
い
」

「
85
歳
で
自
分
の
夢
に
一
生
懸
命
で

楽
し
そ
う
に
演
奏
し
て
あ
る
の
が
い

い
」な
ど
感
想
を
話
し
て
い
ま
し
た
。

高
校
男
子　

優
勝　

久
留
米
商
業
Ａ

２
位　

八
女
高
校　

３
位　

祐
誠
高

校
Ａ
・
敬
徳
高
校
Ａ　

高
校
女
子　

優
勝　

八
女
学
院　
２

位　

久
留
米
商
業
Ａ　

３
位　

輝
翔

館
・
筑
紫
女
学
園

一
般　

優
勝　

九
電
工　

２
位　

九

電
工
福
岡　

３
位　

九
電
工
グ
ル
ー

プ
・
西
日
本
シ
テ
ィ
銀
行
Ｂ

ＳＰＯＲＴＳ

第
57
回
大
藤
ま
つ
り

剣
道
大
会

　
　
　
　
　
　

 

期
日　

５
月
３
日
㈷

　
　
　
　
　
　

 

会
場　

黒
木
体
育
館

八
女
茶
発
祥
の
地
で
あ
る
黒
木

町
笠
原
で
５
月
14
日
㈯
、
お
茶
の
木

オ
ー
ナ
ー
に
よ
る
新
茶
摘
み
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

茶
摘
み
を
す
る
茶
園
は
、
周
瑞
禅

師
か
ら
茶
の
種
子
を
与
え
ら
れ
た
庄

屋 

松
尾
太
郎
五
郎
久
家
氏
の
子
孫

で
あ
る
松
尾
章
三
郎
さ
ん
の
所
有
。

毎
年
参
加
し
て
い
る
オ
ー
ナ
ー
な
ど

74
人
が
鮮
や
か
な
新
緑
の
中
、
茶
摘

み
に
汗
を
流
し
ま
し
た
。
昨
年
も
参

加
し
た
一
人
は
「
昨
年
摘
ん
だ
お
茶

が
と
に
か
く
お
い
し
く
て
ま
た
来
ま

し
た
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。
オ
ー

ナ
ー
に
は
１
区
画
当
た
り
１
キ
ロ
の

製
茶
が
６
月
中
に
送
ら
れ
ま
す
。

「
第
49
回
福
岡
県

身
体
障
害
者
体
育
大

会
」
が
５
月
８
日
㈰
、

福
岡
市
な
ど
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
開
会

式
で
は
、
黒
木
町
の

堤
義
洋
さ
ん
と
星
野

村
の
山
口
誠
子
さ
ん
が
選
手
宣

誓
。
八
女
市
か
ら
は
選
手
48
人

が
出
場
し
、
陸
上
競
技
な
ど
で

競
い
合
い
ま
し
た
。

５
月
17
日
㈫
に
は
選
手
代
表

16
人
が
市
役
所
を
訪
れ
、
三
田

村
市
長
に
大
会
結
果
を
報
告
し

ま
し
た
。
今
大
会
は
総
メ
ダ
ル

数
32
個
（
金
メ
ダ
ル
18
個
・
銀

メ
ダ
ル
11
個
・
銅
メ
ダ
ル
３
個
）

を
獲
得
し
、
好
成
績
を
収
め
ま

し
た
。
参
加
し
た
選
手
は
「
ス

ポ
ー
ツ
を
通
し
て
元
気
に
活
動

す
る
こ
と
に
喜
び
を
感
じ
て
い

ま
す
」
と
話
し
ま
し
た
。
報
告

を
受
け
た
三
田
村
市
長
は
、
参

加
し
た
選
手
の
皆
さ
ん
の
労
を

ね
ぎ
ら
い
、
健
闘
を
た
た
え
ま

し
た
。

石
橋
の
景
観
に
配
慮
し
た
公
園

木
龍
に
ジ
ャ
ズ
が
響
き
渡
る

八
女
茶
発
祥
の
地
で
新
茶
摘
み

総
メ
ダ
ル
数
32
個
を
獲
得

完成した公園

メダルを胸にかけた選手代表の
皆さん（上）選手宣誓をする堤
さんと山口さん（右）

お茶を摘むオーナーや家族の皆さん

あつい演奏を披露する鍋島さん（中央）とメンバー
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「
し
ば
く
ろ
さ
ん
ま
つ
り
」
に
子
孫
ら
集
う

次
世
代
へ
つ
な
ぐ
先
祖
の
思
い

新
茶

ま
つ
り

　
４
月
10
日
㈰
、
上
陽
町
柴
尾
区

で
約
30
人
が
集
ま
っ
て
「
し
ば
く
ろ

さ
ん
ま
つ
り
」
が
催
さ
れ
ま
し
た
。

　「
し
ば
く
ろ
さ
ん
」
と
は
本
名
・

柴
尾
九く

郎ろ
う

次じ

祐す
け

房ふ
さ

と
い
い
、
江
戸

時
代
初
期
に
、柳
川
藩
谷
川
組
（
立

花
町
）の
大
庄
屋
に
大お

お

書が
き
手て（
秘
書・

事
務
官
）
と
し
て
仕
え
て
い
た
人

物
で
す
。
大
変
頭
の
よ
い
人
で
、
地

元
の
人
か
ら
「
し
ば
く
ろ
さ
ん
」
と

呼
ば
れ
慕
わ
れ
て
い
た
そ
う
で
す
。

し
か
し
、無
実
の
罪
を
き
せ
ら
れ
て
、

沖
の
端
ま
で
引
き
回
さ
れ
処
刑
さ

れ
た
と
言
い
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
柴
尾
区
に
は
九
郎
次
の
霊
を
慰

め
る
た
め
に
文
久
２
年
（
１
８
６
２
）

十
一
面
観
世
音
菩
薩
の
碑
が
立
て
ら

れ
、
現
在
も
地
元
の
人
々
に
よ
っ
て

大
切
に
ま
つ
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

碑
の
裏
に
は
「
憤
冤
受
刑
」
の
文
字

が
刻
ま
れ
、
二
百
年
近
く
た
っ
て
も

い
ま
だ
に
祟
り
が
や
ま
な
い
こ
と
か

ら
碑
が
建
て
ら
れ
た
こ
と
が
記
さ
れお堂の中には十一面観世音菩薩の碑と庄

屋の子孫から預かった白い石があります

にぎわった会場内。現代のもんぺは昔に比べて 10㌢
ほど細く形がシャープになっているそうです

自作のもんぺを着て参加した生徒たち

係の説明を聞きながらしずく茶を味わう皆さん

　
八
女
伝
統
工
芸
館
で
５
月
27
日

㈮
か
ら
31
日
㈫
ま
で
も
ん
ぺ
博
覧

会
が
開
か
れ
、
大
勢
の
人
で
に
ぎ

わ
い
ま
し
た
。
も
ん
ぺ
は
農
作
業
用

と
の
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す
が
、
近

年
は
色
や
柄
も
豊
富
で
普
段
着
と

し
て
も
人
気
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

会
場
に
は
、
絣
の
も
ん
ぺ
の
歴
史
や

も
ん
ぺ
を
自
分
た
ち
で
縫
っ
て
実
習

服
と
し
て
使
っ
て
い
る
八
女
農
業
高

校
の
取
り
組
み
な
ど
も
紹
介
さ
れ

ま
し
た
。
会
場
で
も
ん
ぺ
を
購
入
し

た
女
性
は
「
お
し
ゃ
れ
で
か
わ
い
い

し
、
何
と
い
っ
て
も
着
て
い
て
楽
で

す
。
積
極
的
に
活
用
し
た
い
」
と

話
し
て
い
ま
し
た
。

　
八
女
農
業
高
の
生
活
科
学
科
で

は
、
農
業
実
習
の
作
業
服
に
絣
の

も
ん
ぺ
を
活
用
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

は
入
学
式
の
時
に
反
物
を
受
け
と

り
、
生
徒
自
身
が
１
学
期
か
か
っ

て
上
下
を
縫
い
上
げ
て
い
る
も
の
で

す
。「
八
女
地
域
の
久
留
米
絣
の
伝

統
を
受
け
継
ご
う
と
51
年
の
歴
史

が
あ
り
ま
す
。
夏
は
涼
し
く
冬
は

暖
か
く
身
体
に
な
じ
み
ま
す
」
と

同
校
の
髙
口
高
子
先
生
。

　
こ
の
日
は
二
人
の
生
徒
が
絣
の

上
下
を
着
て
八
女
地
域
の
小
麦
文

化
「
ふ
な
や
き
」
の
試
食
を
ふ
る

ま
い
、
好
評
で
し
た
。

手
作
り
も
ん
ぺ
の
文
化
と
歴

史
を
受
け
継
い
で
51
年

も
ん
ぺ
の

魅
力

再
発
見

八 女
伝 統
工芸館

八 女
伝 統
工芸館

　
八
女
伝
統
工
芸
会
で
５
月
27
日

㈮
か
ら
31
日
㈫
ま
で
、
新
茶
ま
つ

り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
会
場
で
は
新

茶
の
試
飲
・
販
売
や
玉
露
し
ず
く

茶
無
料
体
験
会
な
ど
が
あ
り
、
多

く
の
人
が
新
茶
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
玉
露
し
ず
く
茶
体
験
で
は
、
わ

ら
で
編
ん
だ
す
ま
き
を
茶
の
木
に

か
ぶ
せ
日
光
を
遮
断
し
て
玉
露
を

作
る
こ
と
な
ど
を
係
が
説
明
。
来

場
者
は
う
ま
み
を
た
っ
ぷ
り
含
ん

だ
濃
厚
な
玉
露
を
ゆ
っ
く
り
と
味

わ
っ
て
い
ま
し
た
。

　
会
場
で
は
、
た
け
の
こ
弁
当
、

た
け
の
こ
バ
ー
ガ
ー
な
ど
も
販
売
さ

れ
ま
し
た
。

て
い
ま
す
。
ま
た
昭
和
47
年
、
立
花

町
の
庄
屋
の
子
孫
と
な
る
女
性
が
九

郎
次
に
ま
つ
わ
る
白
い
石
を
預
け
に

来
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
こ
と
か

ら
、
言
い
伝
え
が
本
当
で
あ
る
こ
と

を
確
信
し
た
子
孫
の
人
た
ち
は
、
何

と
か
無
実
の
罪
を
晴
ら
し
て
九
郎

次
を
供
養
し
た
い
と
、
専
門
家
を
交

え
て
調
査
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
こ
の
日
は
僧
侶
の
読
経
の
あ
と
、

地
域
の
公
民
館
で
親
睦
を
兼
ね
て

会
食
。
そ
の
後
九
郎
次
の
碑
文
に
つ

い
て
新
た
に
分
か
っ
た
こ
と
が
『
柴

尾
九
郎
次
祐
房
を
調
査
す
る
会
』

の
柴
尾
隆
さ
ん
か
ら
報
告
さ
れ
ま
し

た
。
鹿
児
島
県
等
遠
方
か
ら
も
10

人
ほ
ど
参
加
が
あ
り
、「
過
疎
地
で

九
郎
次
の
こ
と
を
継
承
す
る
人
も
少

な
く
な
る
中
あ
り
が
た
い
。
こ
の
輪

を
も
っ
と
広
げ
て
い
き
た
い
」
と
柴

尾
さ
ん
た
ち
は
歓
迎
し
て
い
ま
す
。

久
山
町
か
ら
参
加
し
た
柴
尾
光
義

さ
ん
（
90
歳
）
は
「
昔
、
お
堂
の

隣
に
住
ん
で
い
ま
し
た
。
先
祖
祭

り
の
思
い
出
な
ど
懐
か
し
い
で
す
。

命
が
あ
る
う
ち
は
毎
年
来
た
い
で

す
ね
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

※
こ
の
件
に
関
す
る
情
報
や
問
い
合

わ
せ
は
こ
ち
ら
に
お
願
い
し
ま
す
。

▽
柴
尾
隆
さ
ん（
☎
５
４・３
３
８
１
）

▽
柴
尾
利
雄
さ
ん（
☎
５
４・２
８
０
３
）
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契　　約　　名 請　負　業　者 当初契約額 契約年月日
山中渓谷公園塗装工事 ㈲野中塗装店 1,564,500 9月30日
市道上町・遠久谷線道路改良工事 株式会社牛島工業 7,507,500 10月5日
市道岡山289号線他道路維持（舗装）工事 ㈱木下組 3,097,500 10月5日
市道岡山282号線他道路維持（舗装）工事 ㈲石橋工業 2,835,000 10月5日
中宮野町地区かんがい施設整備工事 ㈱大坪鉄工 3,885,000 10月5日
八女市農業活性化センター防水改修工事 牛島塗装工業㈱ 5,565,000 10月5日
市道広蔵～金原線道路改良工事（橋梁上部工） 松尾建設㈱福岡支店 40,425,000 10月5日
市道亀甲今福線道路改築工事（2工区） ㈲石橋工業 50,400,000 10月13日
市道本分陣ノ内線 １工区道路新設工事 加藤土建㈱ 52,657,500 10月13日
市道本分陣ノ内線 2工区道路新設工事 ㈲宮川重機 47,985,000 10月13日
市道本分線 １工区 道路新設工事 瑞宝建設 34,125,000 10月13日
十籠地区簡易水道 導水管布設工事 ㈱西建設 42,000,000 10月13日
市道三河72号線外1　道路維持(舗装)工事 ㈲甲斐田組 3,675,000 10月19日
市営住宅高塚西団地屋上防水工事 ㈲大川興業　 1,522,500 10月19日
市道下横山東西線道路維持工事 ㈲上陽建設 3,150,000 10月20日
市道尾久保線道路維持工事 ㈲井上工務店 2,047,500 10月20日
市道中原線道路維持工事 ㈲井上組 4,830,000 10月20日
丸山塚古墳・茶臼塚古墳災害復旧工事 ㈱宮原土木建設 9,870,000 10月26日
八女市立岡山小学校プール等改修建築工事 ㈱室園建設 58,800,000 10月26日
八女市立岡山小学校プール等改修設備工事 吉田ボーリング工業 13,545,000 10月26日
平成22年度ゴミ焼却施設補修・整備工事 協和築炉工業㈱ 協和福岡製作所 13,104,000 10月26日
市道堅木～轟線舗装補修工事 八女舗道㈱ 48,562,500 10月26日
市道福島8号線道路維持工事 ㈲岩部 2,793,000 11月2日
市道堤防線外1道路維持（舗装）工事 成央建設㈱ 4,515,000 11月2日
市道忠見183号線道路維持（舗装）工事 ㈲三晃重機建設 1,785,000 11月2日
市道八幡117号線道路維持（舗装）工事 東和建設㈱ 3,150,000 11月2日
八女市総合体育館排水管埋設工事 ㈲岩本住設 3,097,500 11月2日
八女市総合体育館トイレ改修工事 川口ガス住設 1,837,500 11月2日
市道日出線道路維持工事 日伸建設 2,625,000 11月4日
市道藤木木浦線道路維持工事 ㈲井上組 4,462,500 11月4日
市道藤木木浦線道路維持(舗装)工事 ㈲井上組 1,312,500 11月4日
市道吹原弓掛線道路改良工事 ㈱原組 4,693,500 11月4日

（八女西部最終処分場周辺整備事業）もみじ橋歩道橋（下部工）新設工事 ㈱蒲池建設 7,560,000 11月16日
八女広域シルバー人材センターおよび勤労福祉会館空調設備改修工事 ＥＭ田中 2,987,250 11月16日
市道本分線豊岡グラウンド夜間照明設備移転工事 ㈱九電工 八女営業所 2,614,500 11月16日
市道本分線2工区道路新設工事 ㈱酒井組 52,500,000 11月16日
林道女鹿野土井間線舗装工事 八女舗道㈱ 10,920,000 11月16日
林道中間高の巣線舗装工事 三洋道路㈱ 17,115,000 11月16日

( 消費税込 )

工事契約の状況を
お知らせします
八女市では公共工事を発注する場合、公平性と透明性を確保するため競争
入札を行っています。平成22年9月から平成23年３月までの契約状況につ
いてお知らせします。

22
平成

年度
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市道渡内・花平線道路改良工事 新日本グラウト工業㈱ 20,580,000 11月16日
（八女西部最終処分場周辺整備事業）出ノ原地区用水路改修工事（２工区） ㈲弥栄工業 7,927,500 11月16日
市道亀甲蒲原線道路改良工事 平成建設㈱ 6,720,000 11月16日
市道矢部線道路維持（舗装）工事 ㈲橋山建設工業 1,995,000 11月18日
市道上妻93号線道路維持（舗装）工事 牛島興建㈱ 2,940,000 11月18日
市道馬場本町線道路維持工事 ㈱ホクショウ 3,045,000 11月18日
市道川崎32号線道路維持工事 ㈲フクシマ重機 3,255,000 11月18日
市道川崎77号線道路維持工事 ㈲橋山建設工業 3,675,000 11月18日
市道新庄稲富線道路改良工事 中野土木 4,462,500 11月18日
市道上妻27号線道路維持工事 ㈲フクシマ重機 1,932,000 11月18日
市道光酒井田線道路維持工事 山本建設 2,908,500 11月18日
八女市道交通安全施設等（後期）整備工事 ㈲美土里測量建設 4,305,000 11月18日
市道忠見26号線外1道路維持工事 中嶋土建 2,992,500 11月18日
普通河川久来町川河川維持工事 ㈲喜水 2,730,000 11月18日
普通河川今広川河川維持工事 ㈲美土里測量建設 3,045,000 11月18日
普通河川祈祷院川河川改良工事 ㈲美土里測量建設 4,042,500 11月18日
八女市上陽町交通安全施設整備工事 ㈲上陽建設 1,837,500 11月22日
市道桑ノ平論地畑線他舗装維持工事 共栄舗道㈱ 2,604,000 11月22日
市道北園線舗装維持工事 ㈲酒井工業 2,152,500 11月22日
矢部支所庁舎外部改修工事 ㈲野中塗装店 3,895,500 11月24日
八女公園整備工事 ㈲甲斐田組 12,285,000 11月24日
十籠地区簡易水道配水管布設替工事 ㈱山口組 28,140,000 11月24日
普通河川肥後川河川維持工事 大石組 9,744,000 11月24日
林道日出樅鶴線開設工事 ㈱吉開組 20,790,000 11月24日
市道中篭・中原峠線道路改良工事 ㈲酒井工業 23,940,000 11月24日
普通河川山崎川河川改良工事 ㈲三晃重機建設 6,720,000 11月24日
市道岡山138号線道路維持工事 平成建設㈱ 8,662,500 11月24日
市道岡山177号線（1・2工区）道路維持工事 豊建設㈲ 25,410,000 11月24日
普通河川馬場川河川維持工事 諸冨造園 3,570,000 11月30日
普通河川宮原川河川維持工事 中野土木 3,675,000 11月30日
農村環境整備事業牟田地区農道舗装工事 ㈲甲斐田組 3,150,000 11月30日
農村環境整備事業上吉田地区農道舗装工事 ㈱大藪建設 2,457,000 11月30日
農村環境整備事業今山地区農道舗装工事 東和建設㈱ 2,940,000 11月30日
農村環境整備事業納楚地区農道舗装工事 牛島興建㈱ 2,940,000 11月30日
農村環境整備事業黒土地区農道舗装工事 ㈲美土里測量建設 3,832,500 11月30日
普通河川石井仮川河川維持工事 ㈲喜水 3,517,500 11月30日
普通河川二の丸川河川維持工事 ㈲桐明建設工業 3,045,000 11月30日
普通河川大島川河川維持工事 橋村建設工業㈲ 3,055,500 11月30日
八女市総合体育館周辺舗装工事 ㈱イノウエハウジング 10,185,000 12月6日
市道吉野田・四国田線道路新設工事 ㈱塩塚組 9,450,000 12月6日
黒木・星野線旧橋撤去工事 オオキタ建設㈱ 18,690,000 12月6日
王子塚・御牧線林道災害復旧工事 ㈱甲斐田建設 15,330,000 12月6日
農村環境整備事業田形地区水路改修工事 針組 5,092,500 12月6日
査定第74号市道山中線道路災害復旧工事 ㈲合原組 9,397,500 12月6日
北山コミュニティセンター改修工事 持丸建設工業㈱ 13,440,000 12月6日
市道高塚本町線（1・2工区）道路改良工事 ㈱石橋組 28,035,000 12月6日
グリーンピア八女駐車場整備工事 ㈱酒井組 8,400,000 12月6日
八女市サッカー場および立山球場駐車場舗装工事 共栄舗道㈱ 16,380,000 12月6日
旧辺春中学校電気設備改修工事 電’ｓ タカヤマ 1,942,500 12月6日
市道志屋線道路改良工事 成央建設㈱ 26,355,000 12月6日
辺春コミュニティセンター改修工事 ㈲樋口建設 13,650,000 12月6日
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八女市黒木町交通安全施設整備工事 ㈲片山企画 2,992,500 12月8日
市道平盤今屋敷線道路改良工事 ㈱溝上組 3,444,000 12月8日
普通河川三倉川筋河川維持工事 ㈱大藪組 矢部営業所 3,150,000 12月8日
査定第66号 普通河川剣持川筋 河川災害復旧工事 ㈲小川組 1,533,000 12月8日
査定第80号 市道藤木・木浦線道路災害復旧工事 ㈲井上組 2,362,500 12月8日
八女市立岡山小学校体育倉庫建設工事 井上建設 2,499,000 12月14日
市道吉田豊福線道路維持工事 ㈱ホクショウ 3,780,000 12月14日
普通河川西鶴川河川維持工事 中嶋土建 3,675,000 12月14日
市道納楚牟田線道路改良工事 ㈲三晃重機建設 5,397,000 12月14日
普通河川市ノ木川河川維持工事 ㈲橋山建設工業 1,575,000 12月14日
八女南部地区農道舗装工事 ㈲石橋工業 3,360,000 12月14日
市道岩崎吉田南北線他道路維持（舗装）工事 橋村建設工業㈲ 4,725,000 12月14日
普通河川今広川（2工区）河川維持工事 中嶋土建 3,255,000 12月14日
市道三河164号線道路維持工事 斉藤造園 2,100,000 12月14日
市道長峰50号線道路改良工事 大坪建築㈱ 6,615,000 12月14日
普通河川堀田川河川維持工事 ㈲江田建設 2,257,500 12月14日
市道三河１号線道路維持工事 ㈲岩部 2,100,000 12月14日
農村環境整備事業長野地区かんがい施設整備工事 ㈲美土里測量建設 2,310,000 12月14日
森林セラピー基地改修工事 島工務店 1,774,500 12月17日
市道石割岳線舗装工事 モリアキ建設㈲ 4,935,000 12月17日
市道桑ノ平線他2路線舗装工事 八女舗道㈱ 4,903,500 12月17日
北向橋橋梁添架管布設工事(仁田原地区簡水) ㈲橋村住設 4,389,000 12月17日
農村環境整備事業谷川地区水路改修工事 株式会社牛島工業 4,357,500 12月20日
農村環境整備事業山崎①地区水路改修工事 ㈱蒲池建設 4,305,000 12月20日
農村環境整備事業山崎②地区水路改修工事 ㈲早見建設 3,118,500 12月20日
査定第45－101号　大倉谷地区水路災害復旧工事 ㈲立花工務店 3,150,000 12月20日
査定第67号 普通河川高須田川河川災害復旧工事 ㈱蒲池建設 1,785,000 12月20日
査定第69号 普通河川小岩川河川災害復旧工事 ㈲早見建設 2,205,000 12月20日
査定第71号 普通河川辺春川河川災害復旧工事 株式会社牛島工業 2,079,000 12月20日
査定第70号 普通河川辺春川河川災害復旧工事 針組 2,026,500 12月20日
査定第77号その他市道前川内坂本線道路災害復旧工事 ㈱甲斐田建設 2,100,000 12月20日
査定第78号その他市道上野山・甲斐次郎線道路災害復旧工事 ㈱塩塚組 1,470,000 12月20日
査定第79号その他市道高野本線道路災害復旧工事 ㈲立花工務店 1,575,000 12月20日
市道本分線豊岡グラウンド防球フェンス設置工事 ㈱八田工務店 7,539,000 12月20日
市道平田津江線道路改良工事 牛島興建㈱ 11,025,000 12月20日
市道本分陣ノ内線豊岡グラウンド防球フェンス設置工事 馬場建設 6,090,000 12月20日
市道椎葉線道路改良工事 ㈱吉開組 8,610,000 12月20日
市道高塚本町線（4工区）道路改良工事 ㈱木下組 10,972,500 12月20日
旧松木家住宅釜屋修理工事 ㈱黒木建設 7,087,500 12月20日
林道金山線改良工事 日伸建設 2,835,000 12月27日
市道中黒木・田本線道路維持工事 ㈲川原興業 1,774,500 12月27日
市道月足・平野線道路維持工事 ㈲小川組 3,202,500 12月27日
市道祇園堂藤木線道路維持工事 ㈲上陽建設 3,045,000 12月27日
市道三川・石原線道路維持(舗装)工事 共栄舗道㈱ 2,940,000 12月27日
市道後野線道路改良工事 モリアキ建設㈲ 2,194,500 12月27日
市道中木屋・州崎線道路維持(舗装)工事 八女舗道㈱ 2,919,000 12月27日
農道富松線改良工事 ㈱山口組 3,045,000 12月27日
仁田原地区簡易水道三坂橋橋梁添架管布設工事 ㈲椿原住宅設備 4,704,000 12月27日
普通河川油留島川河川維持工事 ㈲桐明建設工業 2,782,500 1月4日
市道吉田南北線他道路維持工事 ㈲岩部 3,360,000 1月4日
国武地区かんがい施設整備工事 中野土木 2,310,000 1月4日
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普通河川豊福川河川維持工事 橋村建設工業㈲ 1,732,500 1月4日
市道旧国道兼松線道路維持（舗装）工事 ㈲立花工務店 1,837,500 1月4日
普通河川宮ノ郷川河川維持工事 諸冨造園 2,257,500 1月4日
普通河川水洗川河川維持工事 ㈲江田建設 1,995,000 1月4日
八女市営土地改良事業久保地区水路改修工事 株式会社牛島工業 1,365,000 1月4日
八女市営土地改良事業猪ノ谷地区水路改修工事 持丸建設工業㈱ 3,097,500 1月4日
準用河川中の井川河川維持工事 ㈲フクシマ重機 2,205,000 1月4日
準用河川十三歩川河川維持工事 斉藤造園 1,785,000 1月4日
市道三河39号線道路維持工事 ㈲橋山建設工業 2,719,500 1月4日
査定第64号普通河川豊福川筋河川災害復旧工事 やひめ建設㈱ 1,575,000 1月5日
査定第73号市道旧飛行場外郭2号線道路災害復旧工事 オオキタ建設㈱ 1,365,000 1月5日
査定第72号市道岡山203号線道路災害復旧工事 豊建設㈲ 3,276,000 1月5日
市道福島54号線道路維持（舗装）工事 ㈱ホクショウ 2,394,000 1月5日
市道蒲原南北線道路維持（舗装）工事 共栄舗道㈱ 3,097,500 1月5日
市道福島39号線道路維持（舗装）工事 三洋道路㈱ 2,677,500 1月5日
市道岡山181号線他道路維持（舗装）工事 斉藤造園 1,890,000 1月5日
市道上妻150号線外1線道路維持（舗装）工事 牛島興建㈱ 2,415,000 1月5日
市道上妻29号線道路維持工事 ㈱中島組 5,880,000 1月5日
伝統的建造物群保存地区消火栓設置工事（第2工区） 川口ガス住設 5,355,000 1月5日
清水公園トイレ改築工事 やひめ建設㈱ 10,500,000 1月5日
南仙川端公園通路整備工事 ㈱原組 5,407,500 1月5日
グリーンピア八女コテージ改修工事 牛島塗装工業㈱ 14,437,500 1月5日
市道岡山184号線道路改良工事 ㈱桐明組 49,035,000 1月5日
市道忠見122号線道路改良工事 やひめ建設㈱ 19,110,000 1月5日
八女市役所本庁等ソーラーパネルＬＥＤ外灯工事 ㈲鹿野電気商会 13,965,000 1月20日
北山小学校スクールバス車庫新築工事 立花鉄工建設㈱ 6,300,000 1月20日
西桑原配水管布設替工事 ㈱酒井組 4,725,000 1月24日
森林基幹道北矢部線舗装工事 下川建設㈱ 2,047,500 2月8日
林道中間高の巣線１工区舗装工事 三洋道路㈱ 2,467,500 2月8日
林道日出樅鶴線開設工事（繰越分） ㈱吉開組 29,715,000 3月23日
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十

分
確
認
の
う
え
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
そ
の
後
、
不
備
が
な
け
れ
ば

審
査
書
類
提
出
受
付
票
を
交
付
し

ま
す
。

※
提
出
時
に
審
査
は
行
い
ま
せ
ん
。

③
後
日
提
出
書
類
を
審
査
し
ま
す

（
立
ち
会
い
の
必
要
は
あ
り
ま
せ

ん
）。

※
提
出
書
類
に
不
備
が
あ
り
、
受

付
期
間
内
に
再
提
出
で
き
な
い
場

合
は
、
平
成
23
年
７
月
29
日
㈮
ま

で
に
提
出
を
完
了
し
て
く
だ
さ
い
。

※
完
了
し
な
い
場
合
は
不
受
理
と

な
り
ま
す
が
、（
不
受
理
通
知
を
送

付
）
関
係
書
類
は
返
還
し
ま
せ
ん
。

④
後
日
、
審
査
結
果
通
知
を
郵
送

し
ま
す
。

◉
問
い
合
わ
せ

総
務
課
契
約
係（
☎
２
３・１
１
１
１
）

競
争
入
札
参
加
資
格
登
録
申
請

（
指
名
願
）
に
つ
い
て



⃝
事
業
の
目
的
＝
木
造
住
宅
の
普
及
拡
大
を
促
進

し
、
八
女
材
の
需
要
拡
大
を
図
り
、
八
女
市
林
業

の
発
展
と
木
材
・
木
造
住
宅
関
連
産
業
の
活
性
化

を
図
り
ま
す
。

⃝
補
助
金
の
額
＝
居
住
用
の
新
築
木
造
住
宅
に
対

し
、
30
万
円
と
し
ま
す
。

⃝
採
択
要
件
＝
平
成
23
年
４
月
１
日
以
降
着
工
の

新
築
工
事
に
限
り
ま
す
。

①
申
請
者
が
八
女
市
内
に
居
住
す
る
た
め
の
新
築

木
造
住
宅
で
あ
る
こ
と
。

②
事
業
の
利
用
は
、
同
一
事
業
施
行
中
に
お
い
て
、

１
回
が
限
度
で
あ
る
こ
と
。

③
木
造
軸
組
工
法
を
基
本
と
す
る
住
宅
で
あ
る
こ

と
。

④
床
面
積
が
50
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
２
４
０
平
方

メ
ー
ト
ル
以
下
で
あ
る
こ
と
。

⑤
八
女
材
の
使
用
量
が
木
材
使
用
量
の
概
ね
80

パ
ー
セ
ン
ト
以
上
を
占
め
て
い
る
こ
と
。

⑥
原
則
と
し
て
、
八
女
市
内
の
建
築
業
者
の
施
工

で
あ
る
こ
と
。

⑦
年
度
内
に
完
成
（
棟
上
等
）
確
認
が
可
能
な
住

宅
で
あ
る
こ
と
。

⑧
申
請
者
お
よ
び
同
居
す
る
親
族
が
、
市
税
・
国

民
健
康
保
険
税
お
よ
び
税
外
徴
収
金
を
滞
納
し
て

い
な
い
こ
と
。

⃝
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
＝
本
庁
・
各
支
所

本
庁
林
業
振
興
課
林
政
係
（
☎
２
３
・
１
１
６
８
）

黒
木
総
合
支
所
林
政
課
林
政
係
（
☎
４
２・１
１
１
６
）

上
陽
支
所
建
設
経
済
課
農
林
係
（
☎
５
４・２
２
１
９
）

立
花
支
所
産
業
経
済
課
農
林
係
（
☎
２
３・４
９
４
０
）

矢
部
支
所
建
設
経
済
課
農
林
係
（
☎
４
７・３
１
１
３
）

星
野
支
所
建
設
経
済
課
農
林
係
（
☎
５
２・３
１
１
４
）

※
詳
細
は
、
八
女
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て

い
ま
す
。

八
女
材
を
使
っ
た

新
築
住
宅
に
30
万

円
を
助
成
し
ま
す

八
女
市
は
、
３
万
１
７
５
７
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
県
内
一
の
広
大
な
森
林
面
積
を
有
し
て
い
ま
す
が
、
長
期
的
な
木

材
価
格
の
低
迷
に
よ
り
、
林
業
・
木
材
産
業
は
衰
退
し
、
荒
廃
森
林
の
拡
大
を
招
き
、
国
土
保
全
等
の
公
益

的
機
能
の
低
下
や
山
村
の
過
疎
化
が
深
刻
な
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
八
女
市
で
は
林
業
を
市
の
振
興
発
展

の
柱
と
位
置
づ
け
、
林
業
施
策
の
拡
充
を
図
っ
て
い
く
こ
と
に
し
て
お
り
、
そ
の
振
興
施
策
の
一
環
と
し
て
、

八
女
材
普
及
促
進
住
宅
資
材
助
成
事
業
を
平
成
23
年
度
か
ら
３
年
間
の
予
定
で
実
施
し
ま
す
。

７月３日（日）
ごんどう内科 山 内 23・3010
岡村　医院 立花町 23・2770
はまさき歯科クリニック 広川町 32・7800
ちぢわ耳鼻咽喉科 広川町 32・0144
吉田眼科 筑後市 0942・54・1888
7月10日（日）
古賀泌尿器 馬 場 24・3121
中島　医院 黒木町 42・0235
大坪歯科医院 上陽町 33・7011

7月17日（日）
吉山クリニック 稲 富 30・2200
耳納高原病院 星野村 52・3135
山口歯科医院 筑後市 0942・53・3256
７月18日（祝）
中野内科循環器科 吉 田 25・3010
みやざき内科 立花町 37・0008
高橋歯科医院 本 町 24・3991
7月24日（日）
今里整形外科 高 塚 23・7715
クリニックくろぎ 黒木町 42・0887

稲冨歯科医院 広川町 32・5123
7月31日（日）
なかしま胃腸科 蒲 原 25・6200
しばた医院 上陽町 33・7373
大津歯科医院 筑後市 0942・53・1153

救急指定病院
公立八女総合病院 高 塚 23・4131
柳　病院 吉 田 23・2176
川﨑病院 納 楚 23・3005
馬場病院 広川町 32・3511

✚7月の在宅医当番表 ※ 6 月2日現在で掲載。変更になっていることがありますので電話で確認してください。

八女市観光ホームページを開設しました !
※八女市公式ホームページからも見ることができます。

S http://chanokuni.com

★在宅医当番表の変更について★　[6/19 ㈰ ]（旧）吉田歯科医院→（新）ふじわら歯科医院（筑後市）0942・52・4067


